
 

 

令和４年度大阪府図書館司書セミナー実施要項 

 

１ 趣 旨 生涯学習社会の構築に向け、その中核施設である図書館の充実を図るため、また、図書

  館で働く司書・司書補等がその専門性を深め、より一層の資質向上を目指すために実施

  するものである。あわせて図書館ボランティア等へも研修の機会を提供する。 

今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止のため、集合形式は人数を絞って行う。なお、

第 1・２・４回については集合形式の実施と並行し、リアルタイムでオンライン配信を行う。 

 

２ 主 催 等 大阪府教育委員会主催、大阪府立中央図書館主管、 

  第 3回については、箕面市立船場図書館、大阪公共図書館協会と共催 

 

３ 対 象 府内公共図書館（室）に勤務する司書・司書補等、学校図書館司書、司書教諭、 

  その他図書館ボランティア等 

 

４ 定 員 第 1回～第4回 ： ３０名  第 5回 ： 24 名 

※第1・２・４回のオンライン配信はMicrosoft TeamのWeb会議システムを利用して

実施します。配信はリアルタイムのみです（後日配信はありません）。定員は各回 100

名です。 

※集合形式・オンライン配信とも、定員超過の場合、所属種別（公共図書館等とその他）ご

とに定員の半数の枠数を設定し、両方の種別とも枠数を超えた場合、種別の中で各自

治体、各校、各団体１名に調整します。調整後も枠数を超えた場合は抽選を行います。

なお、所属種別の片方のみ枠数を超えた場合は調整後、もう一方の空きを含めて抽選

を行います。当落の結果は、９月１３日（火）までにメールでお知らせいたします。 

 

５ 会 場 第 1回 第 2回 第 5回 大阪府立中央図書館 2階 多目的室 

  第 3回 箕面市立船場図書館 

   （集合場所：箕面市立船場生涯学習センター6階 多目的室3AB） 

  第 4回 大阪府立中央図書館 2階 大会議室 

 

６ 申込締切 令和4年9月 6日(火)午後５時 

 

７ 申込方法 インターネット（大阪府インターネット申請・申込みサービス） 

       https://www.shinsei.pref.osaka.lg.jp/ers/input?tetudukiId=2022080018       

  へアクセスし、お申込みください。 

 

※障がい等の状況により、配慮が必要な方は申込時にお知らせください。 

 

  （内容は裏面に記載） 

  ＜問合せ先＞ 大阪府立中央図書館 協力振興課（担当：小松） 

  TEL：06-6745-0170（代表） 

FAX：06-6745-0262  

E-mail：kikaku@library.pref.osaka.jp 

mailto:kikaku@library.pref.osaka.jp


 

 

 

回 日程 テーマ 内容 講師 

１ 9 月 22日（木） 

14:00-16:00 

 

※リアルタイムの 

 オンライン配信も 

 行います。 

〔総論〕 

なぜ図書館が必要なの

か～校閲出版者の仕事

から～ 

校閲専門の出版者の方にお越しい

ただき、校閲業務における図書館

の使い方を伺うとともに、電子化

等、図書館を取り巻く環境の変化

に伴い、今後、どのように図書館の

利用方法が変わっていくのかをお

話いただきます。 

栁下恭平氏 

（株式会社 

 鷗来堂代表） 

２ 10 月２１日（金） 

14:00-16:00 

 

※リアルタイムの 

 オンライン配信も 

 行います。 

〔読書バリアフリー〕 

認知症についての理解

と、対応時における配慮

について 

 

認知症の基本的な理解とタイプ別

の対応の仕方について学ぶこと

で、認知症のある利用者を図書館

でどのように受け止めるか考えま

す。 

結城俊也氏 

（専門理学療法士 

（神経）） 

３ 11 月３０日(水) 

14:00-16:00 

〔図書館運営〕 

箕面市立船場図書館の

運営：指定管理者として

の取組から 

箕面市立船場図書館は、大学が指

定管理となった全国でも珍しい図

書館です。地域に開かれた公立図

書館と学術研究を支える大学図書

館の２つの機能を備えながら、どの

ように市民連携に取り組んでいる

のか、現地の見学も合わせて紹介

していただきます。 

日髙正太郎氏 

（大阪大学附属図

書館箕面図書館課 

職員） 

４ 12 月 14日(水) 

14:00-16:00 

 

※リアルタイムの 

 オンライン配信も 

 行います。 

〔児童サービス〕 

多様化するメディア環

境と子どもの「読書」 

【附：大阪府教育庁市町

村教育室地域教育振興

課からの情報提供】大阪

府の子ども読書活動推

進計画の取組状況 

メディア環境の多様化に伴い、子

どもたちは様々なメディアを通し

て物語を体験するようになり、従来

の「読書」の考え方では、子どもた

ちの物語体験を捉えることが難し

くなりました。そこで、現代の子ど

もたちの「読書」について検証し、

子どもに寄り添った児童サービス

のあり方を考えます。 

目黒強氏 

（神戸大学大学院

人間発達環境学研

究科准教授） 

5 2 月 14日(火) 

1３:３０-16:３０ 

〔地域連携〕 

ウィキペディアタウンと

図書館 

図書館でのウィキペディアタウンの

取組を、図書館の立場とベテラン

ウィキペディアンの立場からご紹介

いただくとともに、今後のウィキペ

ディアタウンに向けたワークショッ

プを行います。 

 

澤谷晃子氏 

（大阪市立中央図

書館利用サービス

担当課） 

Miya.m 氏 

（ウィキペディア編

集者） 

  ■ワークショップために事前準備をしていただく研修となります。参加が決定された方には、改め

てその内容をご連絡いたします。 

※新型コロナウイルスの影響により予定変更の可能性があります。 

※大阪府立中央図書館での集合研修終了後は、地下書庫見学を行います。第 1 回、第 2 回、第 4 回については

「おひとついかがですか」(*)も併せて予定しています。どちらも事前申込制です。お申込みが多数の場合は抽

選とし、研修当日にお知らせします。 

*「おひとついかがですか」は当館で受け入れなかった資料を公共図書館や学校図書館にお譲りするものです。 

 会場での密集を避けるため、見学も合わせて、申込が多い場合は抽選となる場合があります。ご了承ください。 


